






































































































　2016 年度シラバス（BOX1）にあるとおり、本科目では 4人の教員（教員 1～4 とする）に
よるリレー方式で計 15 回（3 コマ／回）の授業をおこなう。第 1回はイントロダクション、
第 2～4 回は教員 1（例年、佐藤が担当）、第 5～6 回は教員 2、第 8回は教員 1・2 担当分のま
































　本科目の受講生は、総合生命科学部生命システム学科 2年次生が 55 名（男 36 名、女 19 名）、
理学部物理科学科 2年次生が 1名（男 1名）であった。
2-3-1　グループ分け（BOX4、スライド番号 3）





　今回のハテナソンでは、「生物学実験」の第 2回～第 7回（計 6回分）の実験テーマ（BOX1






















































































果、並びに第 15 回授業（最終回：7月 19 日）に実施した質問紙調査の結果（下記参照）の計
3通りの取組をもとに考察する。
2-4-1　ハテナソン実施直後の記述式アンケート調査の結果
　前述のように、受講生 56 名に 7つの質問からなる記述式アンケート調査を実施した。総数





問 1：  何を学んだかについては、質問をつくることの難しさや面白さであるという回答が多
かった。また、グループワークの大切さに触れた回答も多かった。（70）
問 2：  質問を自らがつくることが重要である理由については、全員がその理由を記していた。
すなわち、質問をつくることの重要性をそれぞれに言語化できているということである。
（24）
問 3：  質問とはどのようなものか、その有用性や価値、質問をつくるプロセス、質問がなけれ
ば学びははじまらないなど、質問と学びの関係についての記載が多かった。（49）
問 4：  グループワークによって質問づくりを学んだという実感が多数であった。ルールを守る
こと、とにかく質問をだすというプロセスに学び方のヒントを得た向きも見られた。
（25）
問 5：  さまざまな感情が表現されていた。緊張、楽しさ、つらさ、そして自分のつくる質問に
対する周りの反応（質問を出しているあいだは、お互いに評価や回答などの反応しては
いけないことになっているが）への心配や不安、などである。（33）
問 6：  質より量を重視し、お互いの評価・批判のない環境下で質問づくりワークが実践できた
こと、およびグループ内のコミュニケーションをへて質問を洗練していったことの 2点
が主にあげられていた。（41）





















た）「なぜスケッチマラソンをするのか？」（第 3回授業）に対する考察の例を BOX8 に示す。
2-4-3　質問紙調査
　BOX9 にある質問紙調査を第 15 回（最終回）の授業において実施した。質問は以下に示す
11 項目で、回答方法は 5つの選択肢（1～5）から 1つを選び番号で答えるというものとした。
選択肢の内容は次のとおりである。





















































































にわたって実施（合計 18 コマ）するが、その最終日の 1コマを使ってハテナソンを実施した。
ハテナソンは、「たった一つを変えるだけ：クラスも教師も自立する「質問づくり」」で提唱さ
れている方法に従って実施し、BOX12 の説明スライドを提示しながら進行した。
　本科目の受講生は 30 名（男 15 名、女 15 名）で、すべて総合生命科学部生命資源環境学科
の 2年生であった。
3-3-1　グループ分け

































































解答できたのだと考えられる。また、RT-PCR 法は、RNA を鋳型とした PCR 法（実際に逆転




































































































・4人までのグループをつくる（最大 16 の偶数グループ数にする） 2 分















・A グループは第 2回～第 4回テーマについて質問だしをおこなう 7 分





・各グループ内で優先順位上位 5～6個の質問を決めてもらう 7 分
・A 同士または B 同士の 2グループで 8人までのグループをつくる 3 分
・グループ内で質問リストを共有検討し、上位 3つを決めてもらう 5 分
・8人までのグループごとに発表者と清書担当者を決めてもらう 3 分







・A グループが順次質問内容を発表する（4グループ） 3 分×4＝12 分






































































































































質問リスト：A1～A5 の 5 つの二次グループによる。
・何でモデルがアフリカツメガエルなんですか？            （A1）
・バッファーの使用方法は何ですか？                 （A1）
・何で観察するのは初期発生じゃないとだめなのですか？        （A1）
・なぜ初期発生を観察するのか。                   （A2）
・なぜカエルを観察するのか。                    （A2）
・カエルを扱うときの注意事項。                   （A2）
・なぜアフリカツメガエルをモデルとして使用するんですか？      （A3）
・なぜ初期発生なんですか？                     （A3）
・どうやって理論から実践に移すんですか？              （A3）
・何ぜアフリカツメガエルを使うのか。                （A4）
・なぜ初期発生の観察なのか。                    （A4）
・寝れなくなったらどうしたらいいですか。              （A4）
・バッファーとはなにか。                      （A5）
・諸器官とは具体的にどこか。                    （A5）





質問リスト：B1～B5 の 5 つの二次グループによる。
・ハツカネズミの解剖とは何処から切っていくのか？          （B1）
・でんぷんの分解過程はどのように確認できるのか？          （B1）
69木村　成介・佐藤　賢一
・臓器組織の標本を作成する実験の目的は何か？            （B1）
・解剖に使用したハツカネズミはどのように処理するのか？       （B2）
・解剖するハツカネズミは自分たちで殺すのか？            （B2）
・どのように標本を作るのか？                    （B2）
・なぜハツカネズミを使うのか？他のネズミではダメなのか？      （B3）
・アミラーゼがデンプンを分解する仕組みとは？            （B3）
・解剖の定義とは？                         （B3）
・ネズミには条件はありますか？                   （B4）
・ネズミはどこまで解剖するのですか？                （B4）
・でんぷんはどのようにして分解するのですか？            （B4）
・なぜハツカネズミなのか？                     （B5）
・なぜアミラーゼはでんぷんを分解するのか？             （B5）






質問リスト：A1～A5 の 5 つの二次グループによる。
・培地の作り方。                          （A1）
・グラム染色すると何が分かるのか。                 （A1）
・微生物の取り扱いの注意点。                    （A1）
・グラム染色法とは？                        （A2）
・グラム染色法はどこを染色するのか？                （A2）
・無菌操作はどうやってするのか？                  （A2）
・どのような種類の細菌を取り扱うのですか。             （A3）
・グラム染色とは何ですか。                     （A3）
・平板分離培養と普通の培養の違いは何ですか。            （A3）
・平板分離培養って何？                       （A4）
・培地の作成方法は？                        （A4）
・グラムの名前の由来は何ですか？                  （A4）
70 自ら問い、自ら考えるハテナソンによる実験授業の活性化と学びの深化
・微生物の取り扱いで１番気をつけることは？             （A5）
・分離培養と平板分離培養の違いは？                 （A5）





質問リスト：B1～B4 の 4 つの二次グループによる。
・ショウジョウバエが使われるようになったきっかけは何か。      （B1）
・ショウジョウバエの眼の色は何で決められているのか。また、色は見えているのか。
                                  （B1）
・ほとんどの生物の目が 2つなのはなぜか。              （B1）
・なぜ眼色に関することを解析するのか。               （B2）
・因子はどのように作用するのか。                  （B2）
・なぜ幼虫を解剖するのか。                     （B2）
・多因子遺伝子とは何か。                      （B3）
・多因子遺伝子の解析はどのようにして行うのか。           （B3）
・生活環、外部形態とは何か。                    （B3）
・ショウジョウバエの生活環とは何か。                （B4）
・唾液染色体はどこにあるのか。                   （B4）









































































































































例 2：  理論とは、個々の事柄を法則的に説明するために組み立てられたもので、予想に過ぎな
い。したがって、その予想が本当に正しいかどうか理論を実践することによって理論が
正しいことを証明できる。
例 3：  始めに緩衝液に（著者注：に、ではなく、の、であろう）理論を理解する。ヘンダーソ
ン・ハッセルバルヒ式。自分で求めたいバッファーの濃度から必要な質量を計算し、求
める。この理論をたてそして実験にうつす。



















例 1：  実際に自分で観察してスケッチすることにより、初期発生の全体像のイメージが定着し
やすくなるから。また、観察してスケッチしてもそれが何かわからないことがあるので、
疑問を持てる。
例 2：  初期発生の段階を、長時間かけて同じ日に観察することによって、より各胚の違いが比
較しやすくなり、正確に記録することが出来るためだと言える。
例 3：  スケッチをする際にはよく観察することが不可欠である。よく観察することで 1つの細
胞であった受精卵が細胞分裂を繰り返すことにより組織などの身体の部分ができていく
過程を知るため。
例 4：  実際に見た試料を紙に起こそうとすることで、試料を細部まで観察することにつながる。
また、資料を順々に見ていくことで初期胚の細胞が分列（著者注：列、ではなく、裂、
であろう）していく段階がわかる。




















































A 生物学実験：佐藤担当分（2016 年 7月 19 日実施：母数 50） 
78 自ら問い、自ら考えるハテナソンによる実験授業の活性化と学びの深化
BOX10　ハテナソン授業の効果を検証する質問紙調査の結果
A　生物学実験：佐藤担当分（2016 年 7 月 19 日実施：母数 50）
B　生物学実験：木村担当分（2016 年 7 月 27 日実施：母数 29）
 
 



















































































































6班  RT-PCR の原理は？
PCR との違いは？
なぜ RT-PCR をする必要があるのか？
7班  RT-PCR って何か？
遺伝子発現解析とは何か？
RT-PCR のメリットとデメリットは？
8班  遺伝子発現発現解析の原理は？
一般の PCR と何が違うの？
cDNA を作った意味は？
84 自ら問い、自ら考えるハテナソンによる実験授業の活性化と学びの深化
BOX14　ハテナソン直後に実施した記述式アンケートの結果
（「生命資源環境学実験・演習Ⅱ」）（一部抜粋）
1.  なにか学ぶことはありましたか？
・ とにかく質問を考える事で、関連した質問が広がっていき、自分が何をどこまで理解して
いるのかを見つめ直す事ができることがわかった。
・ 意見を複数だすことが難しかった。いろんな人のアイデアをきくことで、自分にないアイ
デアを共有することができる。ささいな疑問でも口にすることが大切であると思った。
・ 質問を考えることで、自分の知らないことや知りたいことが自分で思っていたよりもたく
さんあることに気付いた。
・ 浅いものから深いものまで様々な質問が出たが、班に 4人いて、思うところ、質問したい
事柄に大きな差はないんだなと感じた。レポート等を書く際に、必要とされるのはまずそ
ういった疑問に対する答えなのだと思う。
・ 質問はつくり出すことができるということを学んだ。いつもは何も考えていないので疑問
を出すことはあまりないが、質問しようと思えばいくらでも出来ることに気づけた。
・ ふだんは素通りしてしまう内容を、時間をかけて考えたり、他の人達の意見を聞くことで、
深く疑問をもてるようになった。疑問をもてるということは、それを解決しようとして、
その内容を理解することができると思う。
・優先順位によって人それぞれ知りたいことが違んだということがわかりました。
・ 普段は課題についての質問に答えればいいと考えていて、自分で実験の原理などについて
疑問を持つことはありませんでしたが、今回のハテナソンで、わからないことに対して何
がわからないのか質問を考える練習ができました。質問を考えることで、いろんな方面か
らその事柄について考えられるので、自分の質問を持つことは重要だと学びました。
・ただパソコンでしらべるだけじゃ気づかないことがたくさん出てきた。
2.  教員の意図はなんだったと思いますか？
・ 今後、分属し研究を行っていく上で自らが疑問を持つことが重要になるため、常に質問を
行う癖をつけさせること。
・ 考える幅を広げるため。一人で考えていても、出てこないアイデアを共有することができ
るため。
・ 質問を考えると、それならこれはなぜだろうとか何だろうという新しい疑問や発見に出会
えることを伝えようとしていた。
・疑問を持つという意識。質問をして、その答えを得ることで知識にできる気がする。
・質問をうみ出すことの大事さを気づかせたかったのかなと感じた。
85木村　成介・佐藤　賢一
・ 教員から与えられた課題をするだけでなく、自分達で疑問点を洗い出して深い理解をする
こと。
・質問をたくさん出させることで、実際本当に知りたいことを発見させる。
・ レポート課題では、先生の課題に答えるだけで、自分で実験に対しても疑問を持たないの
で、これから研究室に配属された時に自分で物事を考えるためにこの時間がとられたと思
いました。
・調べる前に「RT-PCR」という言葉にきちんと向き合わせること。
3.  質問することの大切さはなんだと思いますか？
・ 質問をして自ら情報を得にいくことでより理解が深まるため。自分が何をどこまで理解し
ているのかの把握ができるため。
・課題に対して、あらゆる角度から、考え、結果を導くカギとなると思う。
・ 分からないことの中には先生も知らないことや辞書にもないことがあるから、新しい発見
につながる。
・ 例えば原理について調べようという時に、漠然と「～の原理とは」と検索していても分か
らない。質問として書き出すことで、自分が何を知りたくて、分からないのかをはっきり
と理解させることができる。
・ 自分は何が分かっていないのか知ること。コミュニケーションをとり、人間関係を円滑に
する。
・ だいたい分かっているつもりのことでも、たくさん質問を出そうとして、基本や、その発
展について考えることができた。
・理解を深めることができる。その人の考え方を知ることができる。
・ 質問するということは、その事について何かわからないことを見つけるということだと思
うので、実験をするときや、社会にでた時も重要だと思いました。
・自分の分からないところを解決する。自分は何を分かっていないかをはっきりさせる。
4.  その他感想があれば書いてください。
・ 質問を考えるのが苦手だったが、とにかく考えることで案外でてくるものだと思った。今
後、物事を明確にするためにも普段から物事に対して質問を考えるようにしたいと思った。
・ 一つのことに対して、質問を複数考えだすのが難しかった。アイデアを共有することで、
課題を進めることにあたって、行いやすくなると感じた。考える力が身につくと思った。
・ 考えが詰まったときに、何でもいいから言ってみたら、それも１つの意見になるので、ど
んどん発言することの大事さを感じた。
・ 質問を箇条書きしている時、はじめは「RT-PCR は何か？」のようにざっくりとしたもの
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だったけど、出つくしてくると、気づくべきで気づけなかった内容に気づくことができた。
・ 班員とコミュニケーションがとれて楽しかったし、自分がいかにいつも疑問を思わず生活
しているかを思い知ることができた。
・こんなに頭悪そうな質問をしていいのかな、などためらってしまう部分があった。
・ 無理やりでも質問って作ることができるんだなと感じました。いつも授業で「何か質問は
ありますか？」と聞かれて、なかなか思いつかないのですが、もっとラフに考えてみても
いいかなと思いました。
・ 班のみんなで質問をたくさん考えるのは、楽しかったです。15 分でよくわからないお題
について 30 コほど質問が思いついたには驚きました。自分では思いつかないようなこと
を班のみんなは思い付いていたので、参考になりました。
・ 質問する前に「この質問は的外れではないか」を考え出すと、結局何もできないことが多
いので、とりあえず何でも言えるのはよかった。
